
新潟本社代表
木村 公一

第3号  2017年6月発行

退任あいさつ

柏崎刈羽原子力発電所敷地内の断層について

私ごとで恐縮ですが、6月23日をもって新潟本社代表の任を離れることとなりました。
代表就任から２年あまりの間、本当に多くの皆さまから貴重なご意見、ご指導を賜りましたこと、心より御礼申し上げます。
また、新潟県の皆さまには、90年以上の長きにわたり、信濃川水系の水力発電所や柏崎刈羽原子力発電所など、関東
圏の電力供給を担うために、多大なるご協力をいただいてまいりましたことに、改めて深く感謝申し上げます。
その一方で、メルトダウンの隠ぺいや免震重要棟に関する問題など、皆さまの信頼を損なうような事態が続いてしまった
ことは、誠に申し訳なく、しっかりとその原因、背後要因を確定し、再発防止に取り組むとともに、全社を挙げて不断の改
革を続ける覚悟でございます。
私の後任には、現在新潟本社で副本部長の橘田昌哉（きった まさや）が就任する予定です。橘田以下、新潟本社全
員が地元本位を肝に銘じ、誠心誠意努めてまいりますので、一層のご指導を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

●新潟本社代表退任あいさつ
●柏崎刈羽原子力発電所敷地内の断層について

今 回 の
お知らせ

東 京 電 力 通 信

「原子力発電所の断層は、活断層では?」とのご指摘がありますが、当社では、様々な調査を通じて「活断層ではない」と評価しております。
今回はその内容について、Q&A形式で詳しくご紹介させていただきます。

そもそも活断層ってなに?
地震は、地下の岩盤が周囲から押され、耐えきれなくなって割れた面がずれる現象です。このず
れた部分を断層といいます。
断層のうち、繰り返し活動し、将来、地震を発生させる可能性のある断層を活断層と言います。福
島第一原子力発電所の事故などを踏まえ、国が新たに定めた原子力発電所の安全基準では、約
13万年前～現在までの間に活動した断層を活断層としています。

発電所の敷地内に活断層はあるの?
発電所の敷地内には合計23本の断層がありますが、いずれも活断層ではないと評価しています。
当社では、「地形・地質の観察」「火山灰の分析」「花粉化石の分析」などの地層の年代調査を行っ
た上で、断層の活動時期について分析しています。

発電所の断層は活断層っていう報道をみたけど、実際はどうなの?
地層には、火山の噴火で降り積もった火山灰も堆積
しており、火山の噴火時期を調べることで、その火山
灰が含まれる地層の年代を特定することができます。
当社は、地中深く穴を掘って行った地質調査の結果
や最新の文献などから、発電所敷地内の地層に堆
積した火山灰を約20万年前のものと評価しました。
一方、今回、柏崎刈羽原発活断層問題研究会の
みなさまは、「発電所の火山灰は、約12～13万年
前の火山灰であり、敷地内の断層は活断層の可能
性がある」というご指摘をされています。研究会の
みなさまが、発電所近くの柏崎市藤橋で調査したと
ころ、約12～13万年前にできた地面の下から、発
電所の火山灰と同じ主成分の火山灰が検出された
ためです。
当社では、これまでに地層の年代調査と断層の活動
時期に関する分析を行っており、「敷地内の断層は
約20万年前～現在まで活動していない（活断層で
はない）」と評価しています。
そして、その評価は変わりません。
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お問い合わせ

東京電力のこれまでの評価が変わらないのはなぜ?
当社の評価が変わらない理由のひとつ
は、「発電所の火山灰」と研究会のみなさ
まが調査した「藤橋の火山灰」、そして「青
森県下北沖の海底の火山灰」の主成分が
同じだからです。
火山が噴火すると広い範囲に火山灰が降
り積もります。青森県下北沖の深い海底
の地層からも、「発電所の火山灰」と同じ
主成分の火山灰が確認されています。深
い海の底では、外からの影響を受けにく
く、一定の速さで安定して地層が堆積しま
す。この地層の厚さなどを調べることで信
頼性の高い年代評価を行うことができるた
め、「発電所の火山灰」との比較をしてい
ます。今回の「青森県下北沖の海底の火
山灰」には、年代が広く認められているも
のが多くあり、それにもとづき約20万年
前に堆積したものと確認しました。
研究会のみなさまのご指摘のとおり「発電
所の火山灰」と「藤橋の火山灰」は同じ
噴火で降り積もった火山灰ですが、信頼
性の高い年代評価を行える「青森県下北
沖の海底の火山灰」とも同じであるため、
すべて約20万年前に降り積もった火山
灰となります。

それならば、約12～13万年前の藤橋の地面の下から、
どうして約20万年前の火山灰が見つかったの?

研究会のみなさまからは、藤橋で調査した
火山灰が、約12～13万年前にできた地
面の下に堆積していたことから、この火山
灰を約13万年前のものだとご指摘いた
だいております。
しかし、地層は下にいくほど古くなりますの
で、約12～13万年前より古いものであ
ることはわかりますが、それだけでは年代
を特定できません。実際に、発電所北側
の地層調査では、約12～13万年前にで
きた地面のすぐ下で、約20万年前、約
24万年前、約33～34万年前の火山灰
を含む地層が確認されています。
これは、地層ができる過程では、その時代
の地球環境によって、年代の大きく異なる
堆積物が重なる場合があるからです。
このため、当社では、外からの影響を受け
にくい深い海底の地層の年代評価を用い
ることなどにより、「敷地内の断層は、活断
層ではない」という評価をしております。

PAZ（予防的防護措置を準備する区域）・・・・・・・・・・・・・・・放射性物質の放出に伴い直ちに対策を実施する区域訂正前

PAZ（予防的防護措置を準備する区域）・・・・・・・・・・・・・・・放射性物質が放出される前の段階から予防的に避難等を行う区域訂正後

〈訂正とお詫び〉
1月24日発行の本紙におきまして、原子力災害時における対策の
重点区域に関する用語の説明をしましたが、一部不正確な部分があ
りましたので訂正してお詫びいたします。


